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1　パソコンは可能性への「素材」である

　例えば、電卓は計算をするものです。ゲーム機はゲームをして遊びます。車は速く走るし、飛行機は空を飛びます。では、パソコンは何をするでしょう。
　パソコンは文章を書くことができますし、絵を描くこともできます。ゲームもできれば、音楽もできます。つまり、パソコンは何でもできるわけです。逆に、この辺がパソコンをかえってわかりづらくしています。なにしろ一言で表現できないのです。
　さらに困ったことに、パソコンは単体では何もできません。「パソコン、ソフトなければただの箱」
といわれているほどです。ソフトウェアを組み込むことで初めて機能する機械なのです。場合によっては周辺機器を拡張しなくてはいけません。それによって、初めて「何でもできる」というわけです。
　パソコンは完成された製品ではありません。半製品です。この半端なところがパソコンの大きな特徴です。このような半製品をいかにも完成品のように売ってしまうところが、パソコンを産んだ国アメリカならではの発想でしょう。何に使うかはお好きにどうぞというわけです。なにしろ、パソコンを産んだのも育てたのもアメリカですから、パソコンにはアメリカの文化が色濃く残っています。カタカナや英語が幅をきかせているのもその名残りです。
　ここではパソコンをこう考えましょう。パソコンは「素材」です。「可能性への素材」なのです。パソコンとソフトと周辺機器、これらを組み合わせることで、さまざまなことが可能となるのです。
　この第５章では、パソコンという素材にソフトと周辺機器を組み合わせて、何が可能になるかを探ります。


2　ワープロで文章を書く

　パソコンで最もよく利用されているソフトは「ワープロソフト」でしょう。これは文章を書くためのソフトで、オフィスでビジネス文書を書いたり、個人的な日記や手紙を書いたりすることができます。あまりにもこのソフトの需要が多いため、日本のメーカーはワープロの機能があらかじめ導入されている、文章作成専用のパソコンまで開発しました。それが、ワープロ専用機です。このことは前ページで触れました。
　当初のワープロは、美しい文書を簡単に作成できることが注目され、主に清書用としてオフィスで使われました。しかし、ワープロの真価は、美しい文書を書くことだけではありません。推敲を重ね、思考をまとめながら文書を作成できることにあります。まず、思いつく言葉を並べたり、一番書きたい文章から最初に作成し、その前後に文章をつけていくことで、次第に文書を完成させていくことができます。文章作成の能力がなくても、どうにかこうにか文書が作成できるようになるのです。これが、原稿用紙と鉛筆で書く作業との最も大きな違いです。
　また、いったん作成した文書をサンプルとして保存し、後でその文書を流用して、そこから新たに文書を作成することもできます。
　もちろん、編集機能も見逃せません。文字の形(フォント)を変えたり、大きさ(フォントのサイズ)を変えたり、センタリングや左寄せ、右寄せなど、文書を見やすく加工できます。
　さらに、今では表やグラフ、お絵描きなど、たくさんの機能が満載されています。　その代表的なワープロソフトにジャストシステムの「一太郎」があります。また、マイクロソフトの「ワード」も有名です。これらはぜひ揃えておきたいジャンルのソフトです。


3　めんどうな計算も一瞬で実行
　パソコンもコンピュータの一つです。コンピュータはもともと電子計算機と呼ばれていたぐらいで、計算は非常に得意です。人間ではとてもできないような複雑な計算を、たちどころに行ってしまいます。
　その計算用のソフトが「表計算ソフト」です。スプレッドシートとも呼ばれます。
　皆さんも電卓を使用したことがあるかとは思いますが、電卓は０～９までのボタンと足し算ボタンや引き算、かけ算、割り算など記号のボタンが並んでいます。このため、小学生でも計算できるようになっています。
　ところが、パソコンの表計算ソフトは、電卓とはちょっと構造が異なります。セルと呼ばれる入力欄に数字を入力し、さらに、計算式を設定しなければなりません。この計算式の設定がちょっとめんどうです。めんどうですが、いったん設定してしまうと、セルに入力した数値を変更しても、すぐに再計算して新しい値を導き出します。これが表計算ソフトの便利なところです。
　さらに、表計算ソフトではセルに入力した値や計算して出した値をグラフ化できる機能が用意されています。数値を入力して計算、さらにグラフ化。売上状況を一覧にしたり、分析したり、シミュレーションしたりと、最近では、表計算ソフトは欠かせない存在となっています。ビジネスだけでなく、家庭でも家計簿や住宅ローンのシミュレーション、教育資金の計算など多彩な活用が可能です。
　ソフトではマイクロソフトの「エクセル」が有名です。


4　思いのままに絵を描こう
　子供にパソコンを教える際、教材として最も効果的なのがお絵描きソフトだといわれます。子供がクレヨンで落書きをするそのままの雰囲気で絵が描けるからかもしれません。確かに、文字も数字もままならない子供にとって、絵は万国共通の言葉です。
　もちろん、子供だけではありません、大人にとってもお絵描きはパソコン入門に適しているといえます。なにしろ、めんどうなキーボード操作が必要ありません。
　絵をパソコンで描く最大のメリットは何度も描き直しがきくことです。色をつけて気にくわなければ直したり、形も決まるまで何度でも修正できます。実際のキャンバスで絵を描いているとこうはいきません。一度変なことをしたら、修正や手直しするのは大変です。パソコンを使ってキャンバスに絵を描くように、失敗を恐れずのびのびと絵を描くことができるソフトをペイントソフトといいます。一般にお絵描きソフトはこのペイントソフトのことをいいます。入門者には最適なソフトです。
　また、パソコンですから、とても正確に線を描くことができるのです。幅0.3ミリの線を、正確に引くことができ、10本でも20本でも簡単に引くことができます。これは人間がやるのは非常に大変で、ましてや素人にはほとんど不可能といわざるをえません。それが、パソコンのおかげで誰にでもできるようになるのです。このように正確な図形が書けるソフトをドローソフトといいます。定規やコンパスなどのツールを利用して、極めて正確な絵を描くことができます。


5　家族のデジタルアルバムを作る

　パソコンが家庭に入るにしたがい、新しいパソコンの使い方として、パソコンでアルバムを作成する人が増えてきました。このアルバムをデジタルアルバム、または電子アルバムといいます。
　これは、デジタルカメラが低価格したためでもあります。デジタルカメラとは、電子的に写真を撮る機械で、写真イメージをデジタルデータの形で残します。デジタルですから、パソコンと自在にデータ交換できます。
　このデジタルカメラでデジタル写真を撮影し、パソコンに取り込みます。その写真にパソコン側の機能で文字を書き込んだり、枠を付けたり、大きさを変えたりなど、さまざまな演出が可能です。さらに、その写真を自動的にパラパラとめくるスライド機能も用意されており、パソコンの画面で写真を披露するわけです。
　例えば、家族で旅行に行ったとします。移動中や観光地、食事、ホテルなどの風景を撮影し、それらをパソコンに順番に登録します。もちろん、画像加工も自由に行うことができます。家族の思い出の写真をパソコンに登録したり、子供の成長記録をデジタルな画像で残すことができるので家族思いの人にはたまりません。これは大人の人にとってお絵描きよりも、ずっと効果的にパソコンを覚えられるかもしれません。
　もちろん、家庭だけではありません。会社での出張報告書や、プレゼンテーションに活用でき、仕事にもデジタルカメラは最適です。


6　ＤＴＰで本を出版しよう

　パソコンは印刷編集の世界に、非常に大きな影響を与えました。パソコンで本や雑誌の編集ができるようになったのです。
　かつて、編集というのは執筆者が書いた原稿を編集者がまとめ、デザイナーがレイアウトして、版下というフィルム作成用の完成原稿を作成しました。さらに、それをフィルムにして印刷所に回していました。この辺は専門用語が多くてわかりづらいかもしれませんが、とにかく複雑な工程と多くの人の手を経て、大変な日数をかけて作成していたわけです。
　それが、パソコンの登場によりパソコン上で編集し、パソコン上でデザインをレイアウトし、パソコンのデータからフィルムを作成して印刷所へ回せるようになりました。今までの編集行程がそのままパソコンに吸収されてしまったのです。このような作業をＤＴＰ（デスクトップパブリッシング）といいます。このやり方は１９８０年代後半から見られるようになり、現在ではかなり一般化しています。
　これを行えるソフトがＤＴＰソフトです。文字のデータやイラストのデータ、写真データなどを取り込んで、パソコン上でレイアウトします。このＤＴＰの分野に使われているパソコンは圧倒的にマッキントッシュが使われています。マッキントッシュはこのＤＴＰの分野で有用性が認められ、急速に台数を伸ばしてきました。
　もちろん、ＤＴＰはプロの人たちのものだけではありません。企業での会報やチラシ、家庭での暑中見舞いや年賀状にも便利に使われています。さらに、句集や詩集、エッセイ、自分史、趣味の本など、自費出版も自分でこだわりながら出版できるようになります。

7　膨大な情報を蓄積するデータベース
　オフィスの三種の神器と呼ばれているソフトがあります。ワープロと表計算、そして、このデータベースソフトです。
　データベースソフトは情報を蓄積して必要に応じて取り出すソフトです。前にも説明しましたがコンピュータはもともと計算をさせるための機械でした。人間にはとても不可能な計算をたちどころに行ってしまうのです。ところが、コンピュータを使い込むうちに新しい力がわかってきました。膨大な量の情報を蓄積して、その情報を自在に取り出す機能です。これに目を付けて開発されたのがデータベースというわけです。
　データベースは住所録や蔵書録など、今まで紙に書いて保存してきたような情報をデジタル化して、一覧にしたり検索したりするのに適しています。紙と比べると、登録はめんどうですが、いったん登録すると検索や変更が非常に簡単にできます。これが大きなメリットです。趣味で文献整理やＣＤ管理、ビデオライブラリなど多彩に活用できます。これら単純なデータの蓄積には、カード型データベースが便利です。
　データベースにはもう一つ、ちょっと高度なリレーショナル型データベースというものもあります。これはビジネスで使用されている売上管理システムや在庫管理システムなど業務システムの構築に使用されます。この分野になると、ほとんどデータベースの顔は出てきません。これは、業務システム作成用のソフトと覚えた方が理解しやすいと思われます。

8　ときにはゲームで息抜き

　ゲームなんて子供の遊びを……と、感じる人もいるかもしれません。確かに、ゲームは非生産的であり、あまり人生の役に立ちそうもありません。しかし、役に立たないものがすべて不要とは限りません。パソコンに慣れていない人には最適な入門となりますし、何より、おもしろいじゃありませんか。さらに、使用する目的が決まっていない人は、とりあえずゲームという手段があります。何もしないよりはゲームで遊んだ方が元が取れるというものです。
　さて、ゲームにはいくつかの種類があります。
　まずシューティング・ゲーム。昔、インベーダー・ゲームがものすごい勢いで流行りましたが、あのようにミサイルで敵を打ち落としたりするのがシューティング・ゲームです。
　次にアドベンチャー・ゲーム。主人公が謎解きをしながら話をすすめ冒険をするものです。そして、アクションゲーム。障害物をよけるものから格闘をするものまで反射神経を使うのがアクションゲームです。また、有名なのがロールプレイングゲーム。ゲームの主人公になりきってある役割を演じます。その他、頭を使うパズルやシミュレーション・ゲームなど様々なジャンルがあります。
　知的なものが好きな人にはシミュレーション・ゲームがおすすめです。ストレス解消にはシューティング・ゲームがいいようです。また、サッカーや野球、釣り、競馬、ゴルフ、麻雀……。
　世の中に存在する遊びはたいていパソコンゲームになっています。自分の好きな遊びのゲームを探してみましょう。






